皆さんの施設で現在行っている就職支援の内容を整理し、多様化する受講者の自律的な就職活動を支えるためにはどの部分が見直せるかを考えてみましょう。以下の表に沿って記入してください。記入後は、グループまたは全体で共有します。

【ワークの流れ】
1. 現在の就職支援の内容を、訓練プロセスに沿って書き出します。
2. 各支援が、「誰に」、「どのように」効果的かを振り返ります。
3. 多様化する受講者に応じた就職支援プロセスを回すために、課題・見直しが必要な点は何か、そのためにどんな改善ができそうかを考えてみます。
4. 最後に「改善案」をまとめましょう。

【現在の就職支援の内容】
	訓練プロセスの段階
	現在実施している支援内容
	効果・強み
（現状の良い点）
	課題・見直しが
必要な点
	改善のアイデア


	入所時（オリエンテーション）
	
	
	
	

	前期
	
	
	
	

	中期
	
	
	
	

	後期
	
	
	
	

	修了後
（フォローアップ）
	
	
	
	



	改善案（全体のまとめ）



＜記入例＞
	訓練プロセスの段階
	現在実施している支援内容
	効果・強み
（現状の良い点）
	課題・見直しが必要な点
	改善のアイデア

	入所時（オリエンテーション）
	・訓練目的や就職活動に向けての心構えの確認
	・訓練目的が明確にすることで、受講中のミスマッチ防止につながる
	・訓練の目的が就職であることを十分強調できていない。
	・訓練期間中に２社以上の応募をしてもらうことをあらかじめ提示する

	前期
	・スタートセミナー
・自己分析ワーク
・ジョブカード作成支援
・三者面談
	・受講者の自己理解が進み、応募準備が始められる
・支援者が受講者の背景や希望を把握できる
	・家庭事情や就業制約など、個別性の確認が浅い
	・子育て・介護・通勤状況などライフスタイルを確認するシートを追加
・早い段階で信頼関係構築ができるよう、休み時間などを活用し、普段からの声掛けをもっと積極的に行う

	中期
	・就職支援ガイダンス（履歴書・面接）
・業界研究ワーク
・企業説明会
	・受講者の業界理解が深まり、応募先を具体化できる
	・応募書類が形式的になりやすい
・年齢層や経験に応じた支援が難しい場合がある
	・シニア層向けの事例紹介やロールモデル講話を追加

	後期
	・模擬面接
・三者面談（進路確認）
・応募・面接サポート
	・受講者の就活意欲が高まり、行動が加速する
	・不合格の経験からモチベーションが下がった場合のフォローが不十分
	・小さな成功体験（応募完了や面接練習成功）を共有・承認する仕組み

	修了後（フォローアップ）
	・追跡調査
・必要に応じて追加相談

	・受講者は修了後も安心感を持てる
・早期離職防止につながる
	・フォローが形式的になりがち
	・短時間オンライン面談を導入し、育児・介護・就業中でも相談しやすい体制を整える



	改善案（全体のまとめ）
・個別性を踏まえた質問や確認の仕組みを強化する
・履歴書・面接指導に年齢層別の工夫を取り入れる
・小さな成功体験を意識的に積ませる



